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 神を仰ぎ 人に仕う 

2019年度年間聖句 

希望をもって喜び、苦難を耐え忍び、たゆまず祈りなさい。 

ローマの信徒への手紙 12章 12節 

 

聖学院教会祈祷会 

 

6 

 

6 

毎週木曜日 18時 40分～19時 40分、 緑聖ホールＣ室にて行っております。 

 どなたでも自由にご参加ください。 

・5月 30日（木） 出エジプト記 3 章 7～8節、申命記 27 章１～3節 濱田 辰雄教師 

    ・6月 6 日（木） 民数記 1章 東野ひかり牧師 

      

     

 

No.4 2019年 5月-6月 

全学礼拝期間について 

2019年度春学期の全学礼拝は、下記日程で行っています。毎週火曜日から金曜日、 

14時 40分から 15時 10分です。どなたでも自由にご参加ください。  

春学期／2019年 4月 10日（水）～7月 24日(水）    

5月月間聖句 

わたしの魂は沈黙して、ただ神に向かう。神にわたしの救いはある。神こそ、わたしの岩、

わたしの救い、砦の塔。わたしは決して動揺しない。           詩編 62編 2～3節 

 
 

主の祈り 
 

天にましますわれらの父よ 

ねがわくはみ名をあがめさせたまえ 

み国をきたらせたまえ 

みこころの天になるごとく  地にもなさせたまえ  

我らの日用の糧を今日も与えたまえ 

我らに罪をおかすものを我らがゆるすごとく 

我らの罪をもゆるしたまえ 

我らをこころみにあわせず  

悪より救い出
いだ

したまえ 

国とちからと栄えとは 限りなくなんじのものなればなり    アーメン 

 

「希望の兆候」 
 

 4月19～21日にかけて、被災者の方々に盆栽桜をお届けする「桜プロジェ

クト」に学生と同行しました。今回、大宮市盆栽町で盆栽園を経営している清

香園のご主人と一緒に巡り、これまでお贈りした桜の手入れのアドバイスをし

てくださいました。私たちが訪れた時はちょうど桜の満開期。今年のイースタ

ーの日と重なり、格別な思いで過ごしました。 

 その中でこんな出来事がありました。集合住宅の階段の隅に置かれていた

桜の盆栽。花はおろか蕾も出ず、寂しく佇んでいました。鋏を入れてみると、

パキン、と乾いた音が。残念ながら、殆ど手が届いていなかったようです。もう

枯れて死んでしまっている。そう思いましたし、まわりのスタッフもそう思ったに

違いありません。 

ただ、清香園のご主人だけは違いました。「根元に芽が出ていますね。花

は咲かないかもしれませんが、まだ育つことはできます。」地表に限りなく近い

幹の間から、少し緑色の芽が出ていました。ご主人は、幹を殆ど切って、生え

出た芽が伸びやすいように処置を施しました。 

私は芽の存在に気づいていませんでした。あるいは、目に入っていても、伸

びる見込みはない、と思いこんでいたのです。しかしご主人は違いました。芽

の存在を見抜き、伸びる可能性を見出したのです。何千本、何万本の樹を

見続けてきたプロのまなざしは、伸びるためのほんの些細な兆候をも見逃す

ことはありませんでした。 

人はそれぞれに違った成長の度合いがあります。いろんな対応に即応する

子もいますし、自分のペースを大事にじっくり取り組む子もいます。桜と同じく、

咲くタイミングは皆違います。それにもかかわらず、可能性を卑下し、小馬鹿

にするような対応では、その可能性の芽を摘み取ってしまう危険があります。

大事なのは、この盆栽の主人のまなざしのような働き、すなわち、希望の兆

候を見逃すことなく、そっと介添えするようなひそやかな支えに心を込めること

ではないでしょうか。 

そして、そんなまなざしで、見えざる神があなたを、実はずっと見つめている

んですよ。   （心理福祉学部兼人間福祉学部チャプレン 五十嵐 成見） 

（） 

 

 

6月月間聖句 

『神は言われる。終わりの時に、わたしの霊をすべての人に注ぐ。すると、あなたたちの息

子と娘は預言し、若者は幻を見、老人は夢を見る。』        使徒言行録 2章 17節 
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～聖書朗読とオルガン曲による 
            メディテーション～ 
奨励者 渡辺 善忠 

（日本基督教団巣鴨教会牧師 

・本学講師） 

司会者 五十嵐 成見 

奏楽者 渡辺 善忠 
◆  ◆  ◆ 

前 奏  
讃美歌 21-75番 1、3節 
聖 書 ヨハネによる福音書 

21章1～14節（新約 P.211）   
祈 祷 
奨 励 「復活の主イエスとの食事」 
祈 祷  
讃美歌 21-75番 4、5節 
主の祈り 
後 奏  
 
 
 

5月 28日（火） 

 
―ペンテコステ礼拝― 

奨励者 菊地 順 
（キリスト教センター所長 

・政治経済学部チャプレン） 

司会者 柳田 洋夫 
奏楽者 今村 優子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  
聖歌隊による讃美奉献  

二編 34番“みたまのかよえる” 
聖 書 使徒言行録 

2章 1～13節（新約 P.214）   
祈 祷 
奨 励 「聖霊の働き」 
祈 祷  
讃美歌 二編 34番 4、5節 
主の祈り 
後 奏  
 
 
 

5月 29日（水） 

 
奨励者 小池 茂子 

（児童学科教授） 

司会者 五十嵐 成見 

奏楽者 渡辺 善忠 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 391番 1、2節 

聖 書 マルコによる福音書 

11章 1～11節（新約 P.83） 

祈 祷 

奨 励 「主がご入り用なのです！」 

祈 祷  

讃美歌 391番 3、4節 

主の祈り 

後 奏         

       
 
 
 
 

6月 4日（火） 

 
奨励者 佐藤 千瀬 

（児童学科准教授） 

司会者 柳田 洋夫 
奏楽者 今村 優子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 312番 1、2節 

聖 書 マタイによる福音書 

6章 25～34節（新約 P.10） 

祈 祷 

奨 励 「思い悩まないで」 

祈 祷  

讃美歌 312番 3節 

主の祈り 

後 奏            

 
 
 
 

6月 5日（水） 

 

奨励者 金谷 京子 
（心理福祉学科特任教授） 

司会者 菊地 順 

奏楽者 ングワー路津子 
◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 二編 26番 1節 

聖 書 テサロニケの信徒への手紙 一  

    5章 16～18節（新約 P.379）   

祈 祷 

奨 励 「いつも喜んでいなさい」   

讃美歌 二編 26番 2節 

祈 祷  

主の祈り 

後 奏  

 
 
 

5月 30日（木） 

 
奨励者 野島 邦夫 

（日本キリスト改革派国立聖書 

教会牧師・本学講師） 

司会者 菊地 順 

奏楽者 倉橋 基 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  
讃美歌 121番 1、2節 
聖 書 コヘレトの言葉 

3章11節 a（旧約P.1037） 
祈 祷 
奨 励 「AIは人間を超える？」 
祈 祷  
讃美歌 121番 3、4節 
主の祈り 
後 奏        

 
 

6月 6日（木） 

 
奨励者 藤掛 明 

（こども心理学科長） 

司会者 久保 哲哉 
奏楽者 今村 優子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 313番 1、2節 

聖 書 ヨハネによる福音書 

6章 16～21節（新約 P.174） 

祈 祷 

奨 励 「ストレスに対処する」 

祈 祷  

讃美歌 313番 3節 

主の祈り 

後 奏          

 
 
 
 

6月 7日（金） 

 
奨励者 小林 茂之 

（日本文化学科教授） 

司会者 久保 哲哉 

奏楽者 清水 貴子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  
英語讃美歌 2番 1、2節 
  ※“ENGLISH HYMNS”をご覧ください。 
聖 書 詩編 

145編19節（旧約 P.986） 
祈 祷 
奨 励 「なぜ私たちは自由で 
      なければならないのか」        
祈 祷  
英語讃美歌 2番 3、4節 
主の祈り 
後 奏 

5月 31日（金） 

 

「一人を愛し、一人を育む。」 

 

 


